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研究成果の概要（和文）：本研究プロジェクトでは，視覚障がい者（以下，ユーザ）周辺の物体を単なる障害物として
検出するだけでなく，その物体が何であるのかを認識し，ユーザに情報提示する支援システムを開発した．具体的には
以下の３つの研究項目を進めた：（１）Microsoft Kinect などの RGB-D センサーを使って，椅子，机，階段，エレベ
ータや手摺を認識する手法を開発した．（２）バイブレータ，スピーカ，マイクや音声認識技術に基づく視覚障がい者
用のユーザインターフェースを開発した．（３）提案システムと通常の白杖を比較するユーザ実験を実施し，提案シス
テムの方が効率的であることを確認した．

研究成果の概要（英文）：In this research project, we proposed an assistive system to help visually 
impaired individuals (users) not only detect obstacles in their vicinity, but also recognize what these 
objects are. The following three items were conducted: (1) we built recognition methods of several 
objects, such as chairs, desks, stairs, elevators, and handrails, by use of RGB-D sensors, such as 
Microsoft Kinect. (2) We also developed user interface systems based on vibrators, loudspeakers, 
microphones, and voice recognition technique. The user interface system allowed users to instruct the 
system and to understand the output of the system easily. (3) We conducted user studies to evaluate our 
assistive system. We compare our system with a conventional white cane, and confirmed that our system was 
more effective to find target objects.

研究分野：福祉工学
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１．研究開始当初の背景 
厚生労働省によると，2012 年，日本における
視覚障がい者（以下，ユーザ）の数は約 31
万人で，その多くは白杖を使って歩行してい
ると言われている．白杖の障害物検知範囲を
拡大することを目指して，レーザや超音波等
を用いた歩行支援システムの開発が 1960 年
代から進められてきた．しかし，これらのシ
ステムは障害物の有無を検知することはで
きたが，その物体が椅子なのか机なのか一体
何であるのかを認識し，ユーザに提示するこ
とはできなかった． 
 
２．研究の目的 
障害物を検知するだけでなく，その物体が何
であるのかも認識し，ユーザに情報提供する
ことによって，その知覚活動を支援する新し
い研究の枠組みを創設する．このコンセプト
を具現化するために，（ア）Kinect センサー
を用いて，多種多様な物体が存在する複雑な
生活環境を正しく認識する画像処理技術を
開発し，（イ）ユーザが欲しい情報をユーザ
自身に選択してもらい，システムはその情報
をユーザが理解できる形式に整理して提示
するユーザインターフェースを開発し，（ウ）
目隠し晴眼者と視覚障がい者による実験を
実施し，アンケート等による主観的評価と目
的動作完了までの経過時間等を指標とする
客観的評価を行う．本研究のような「オンデ
マンド型の人支援」が成功すれば，障がい者
の生活レベルが向上するという社会的な成
果が得られるだけでなく，よりシビアな状況
でも役に立つ人支援システムへの学術的，技
術的な応用，貢献ができると考える． 
 
３．研究の方法 
本研究プロジェクトでは，具体的には以下の
三つの研究項目をすすめる：（ア）画像認識
技術の開発：高精度で安価な Kinect センサ
ーを用いて，(a)休息に使える椅子，(b)直上
下階への移動に使える階段，(c)より遠くの
階に移動するためのエレベータ，(d)荷物等
の整理に使える机，(e)点字シールが貼付さ
れていることがある手摺，(f)空席を認識す
る手法を開発し，実シーンに適用し，有効性
を確認する．（イ）視覚障がい者に特化した
ユーザインターフェースの開発：テンキーや
マイクを使ってコマンド入力し，バイブレー
タやスピーカから情報出力するユーザイン
ターフェースを開発する．（ウ）ユーザ実験
による評価：提案システムを使って目隠し晴
眼者が対象物体を探す実験を実施し，主観的
評価と客観的評価を行う． 
 
４．研究成果 
Kinect を白杖に搭載した支援システムなど
を開発し，さらに Kinect で得られる距離・
画像情報を用いて椅子，机，上り階段，下り
階段，エレベータなどを認識し，視覚障がい
者に情報提示するソフトウェアなども開発

した．またユーザ実験を実施し，有効性を確
認した．本研究は新規性や有効性が認められ，
国際論文誌に論文が掲載されたり，IEEE の国
際会議で受賞したりするなどの成果を得た． 
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